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G-05

インティマシーと時間――B. スティグレールを通じた
「日常」のエコロジーについての考察

大池 惣太郎（東京大学 IHS 特任助教）

　私の発表は、生活文化を考える根本条件として、「日常」をテーマに取り上げました。「日

常」とはそもそも何であるか、日常において自分と世界の間に生まれる素朴な親しみの関係

はどこから来るのか、という問いを、フランスの哲学者ベルナール・スティグレールの「技

術と時間」の議論から掘り下げる内容になっています。

　現象学者のブリュス・ベグーは「日常」と「平常」を区別しています。「平常」とは、秩

序が規則やルーチンとして固定されたものとして意識された状態です。それに対して「日常」

とは、たとえば戦争や大災害のあと日々の暮らしが立ち現れてくるような、無秩序から何ら

かの秩序が形成されてゆく創造的な過程である、とベグーは捉えています。この創造性こそ

が、「日常」に対して私たちが抱く「親しみ」（インティマシー）の感情の説明になります。

つまり、〈私〉のもっている無形で特異な実感が、ゆっくりと何らかの形を獲得し、人と共

有可能な現れ方を見出していくプロセスによって、〈私〉は自分の生きる世界を身近なもの

として実感できるようになります。〈私〉が〈私たち〉に関与している感覚、これが「日常」

のインティマシーです。

　この観点で見たときに、今日のデジタル産業技術には、そもそも「日常」的な時間性の潜

在的な脅威となる側面があります。それを指摘しているのがベルナール・スティグレールで

す。スティグレールによれば、問題となるのはインターネットや携帯、テレビなどのデジタル・

メディアに私たちの意識が常にさらされていることです。アナログ・メディアと違い、デジ

タル・メディアは情報を受容するための時間それ自体を作り出し、私たちの意識の時間を情

報受容の時間と同期させます（発表では、アナログ・メディア広告とデジタル・メディア広

告の比較によってこの点を説明しました）。デジタル・メディアからの情報に晒されている

とき、私たちの意識の時間は均一化しています。そのことが結局、〈私〉という特異なもの

が無形の感覚をゆっくり形にしていく「日常」の時間プロセスの衰退に繋がるわけです。

　そのことから、私は最終的に〈スロー・ムーヴメント〉の意義をあらためて見直す必要が

ある、と結論づけました。単に物の流通のあり方を〈スロー〉に、ローカルにするというこ

とではなく、個々の無形の感覚が固有の形をとるには個別の時間が必要であること、そうし

た時間の確保は生活文化においてとても重要であるということを、再認識する必要があるの

ではないか、と思います。
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